
目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

土地の地目変更等の異動に応じて、その土地の条件を考慮しながら適正な価格を決定する。
委託業務（土地評価支援業務・固定資産地図情報システム保守管理業務）
評価替えに向けて、標準宅地の不動産鑑定を行う。また、地価下落に伴う時点修正の不動産鑑定を行い、
価格変動を把握し適正な価格に修正する。

継続

土地に係る事務

一部委託

         4.60          6.10          7.10          6.30          6.40

       659.00        659.00        475.00        550.00        600.00

有 有 有 有 有

      32,938       43,728       52,481       44,845       45,657

01-020202-11 資産税賦課に要する経費

       100.0        100.0        100.0        100.0        100.0        100.0

      87,587       75,256       67,119            0            0

毎年度

地方税法

特になし

土地の利用状況に応じて評価を行い、固定資産税の課税標準額の基礎となる価格を決定する。
評価替え（３年毎）において活用する標準宅地の不動産鑑定及び時点修正（毎年）を実施する。

異動処理を行うべき件数のうち、実際に処理を行った件数の割合

土地異動処理

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 6年度

       100.0        100.0        100.0        100.0        100.0        100.0

自治事務（義務）

17パートナーシップで目標を達成しよ

129

活動結果指標

財務部資産税課

土地係

市内に土地を所有している者

％

     104,100       78,546       73,592      111,800       81,537

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

      87,587       75,256       67,119            0            0

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）
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４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

時期により各地区担当の業務量に差が生じるため、個々の担当者に負荷が集中しないよう年間を通して係
内でサポート体制を充実させ。時間外勤務の職員間における平準化を図る。

経験年数にとらわれることなくチェック作業を行い、係内でサポート体制を充実させることにより、職員
間の時間外勤務の偏りの解消に向け取り組むことができた。
登記済通知書に基づき約27,200件、農地転用資料に基づき約1,900件の台帳異動処理を行った。

継続

4

4

-

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

職員間の時間外勤務の偏りの解消に向け取り組みを行ってきたが、より一層の強化が必要である。

特になし

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

係員間における時間外勤務時間数の偏りを防止した。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

納税義務者の管理を的確に行い、正しい課税（納税通知の発送）を行う。
固定資産税及び都市計画税の事務について、必要な調査・企画・連絡等の事務を行うとともに各種研修に
参加する。

継続

固定資産税の賦課に係る共通事務

職員のみ

         2.70          2.90          2.90          2.90          2.90

       441.00        352.00        223.00        200.00        200.00

有 有 有 有 有

      19,466       20,883       21,509       20,514       20,514

01-020202-11 資産税賦課に要する経費

        99.7         99.0        100.0        100.0        100.0          0.0

       8,695        8,616        8,946            0            0

毎年度

地方税法

課税に対する信頼を向上させる。関係機関と連絡調整を行うとともに、適切な課税を行う上で、担当職員
の知識・資質を向上させる。歳入確保を図る。

市内に住所又は本籍を有する死亡者のうち、固定資産を所有する者について相続人代表者を設定した割合

死亡者課税回避率

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 6年度

        95.0         95.0         95.0         95.0         95.0         95.0

自治事務（義務）

17パートナーシップで目標を達成しよ

130

活動結果指標

財務部資産税課

賦課係

市内に固定資産を所有している者

％

       8,475        9,210        9,367       11,108       11,108

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

       8,695        8,616        8,946            0            0

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要
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方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

正しい課税知識の習得及び向上のため、各種研修会等に参加を予定する。令和７年度基幹系システム標準
化の運用が開始されることに合わせて、相続人管理システム導入の調査検討を行う。

令和７年度課税に向けて、被相続人の相続人代表者を設定させ、死亡者に対する課税を回避することがで
きた。ＲＰＡシステムやファイルメーカーソフトを利用することで、業務の時間短縮を図ることができた
。

継続

4

4

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

毎年、納税義務者が1,000件以上増えており、調査継続中の課税保留件数が増加している。相続人調査は、
戸籍、住民票に加え相続放棄等の確認を要するものであり時間と人手が必要である。

納税義務者の管理を的確に行い課税保留を解消するために正職員の増員が必要である。また郵送料の値上
げと、基幹系システム標準化移行に伴う納税通知書添付の課税明細書発行枚数増加により郵送費用が増加
する。郵送費用を圧縮する方法の検討が必要である。
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

法令等により市の実施が定められているため

令和６年４月から相続税法第58条通知業務についてデータでのやり取りに切り替えたため、本籍地と届出
地が市外である住民登録者の死亡をもれなく把握できるようになり、死亡者に対する課税を回避すること
ができた。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

市街化調整区域内にあっては、上下水道業務課より下水道供用開始図面・区域外流入データ・受益者負担
金データ等の情報を得て、精査し次年度賦課対象区域を選定する。賦課データは固定資産税課税システム
に入力するとともに、固定資産地図情報システムに反映させその後の管理事務に活用する。

継続

都市計画税の賦課に関する事務

一部委託

         0.20          0.20          0.20          0.20          0.20

         0.00          0.00          0.00          0.00          0.00

有 有 有 有 有

       1,362        1,382        1,382        1,382        1,382

01-020202-11 資産税賦課に要する経費

       100.0        100.0        100.0        100.0        100.0        100.0

           0            0            0            0            0

毎年度

地方税法

特になし

都市計画法に基づいて行う都市計画事業または土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理事業に要する
費用に充てるため、対象区域内の土地及び家屋に対し、当該土地または家屋の所有者へ適正に賦課する。

異動処理を行うべき件数のうち、実際に処理を行った件数の割合

土地異動処理

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 6年度

       100.0        100.0        100.0        100.0        100.0        100.0

自治事務（義務）

17パートナーシップで目標を達成しよ

131

財務部資産税課

土地係

市内の市街化区域（全域）及び市街化調整区域（下水道供用開始区域）に土地及び家屋を所有している者

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
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指標の
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概要

概要
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）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

上下水道業務課との連絡、調整の頻度を増やし、賦課地の早期確定に努める。

上下水道業務課との連絡・調整を行ったことにより、適正に課税されていることを確認できた。
また、稲岡、中東原新田、上郷の一部地域、及び令和６年中に個別に下水道が供用開始となった地域につ
いて、次年度に向けて課税台帳の更新を行った。

継続

4

4

-

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

新規賦課地域の確定が変更になることがあるので、連絡頻度を増やし、情報共有する必要がある。

特になし
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         0.0
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         0.0
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         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0
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         0.0
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新規賦課地域の確定時期が遅れる傾向にあるため、上下水道業務課との連絡、調整の頻度を増やし、賦課
地の早期確定に努めた。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

建築確認申請概要書及び市内巡回確認により家屋調査台帳を作成し、完成した家屋の調査を実施する。

継続

家屋に係る事務

一部委託

         7.05          6.80          6.30          7.30          7.30

       499.00        863.00        687.00        600.00        650.00

有 有 有 有 有

      49,230       49,058       47,228       51,873       51,995

01-020202-11 資産税賦課に要する経費

        99.7         99.7         99.3         99.6         98.4         99.2

       7,278        7,036        5,848            0            0

毎年度

地方税法

特になし

家屋一棟ごとに家屋評価を実施し、固定資産税の課税標準とすべき価格を決定する。
決定した家屋の価格を家屋課税台帳（地方税法第381条第３、４項）に登録し課税する。

新築家屋のうち、調査を実施した家屋の割合

新築家屋調査率

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 6年度

        97.0         99.0         97.0         97.0         97.0         97.0

自治事務（義務）

17パートナーシップで目標を達成しよ

132

活動結果指標

財務部資産税課

家屋係

市内に家屋を所有している者

％

       7,278        7,036        6,277        7,733        7,480

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

       7,278        7,036        5,848            0            0

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

評価計算、検算、確定といった一連の業務を各調査班がそれぞれ実施したことで、効率が悪く多くの時間
を費やしてしまった。令和５年度においては、上記の作業の内、検算と確定に係る業務を班単位ではなく
一括して行う。専属の担当者を定めることで、業務の効率化を図る。

令和6年建築の1,679棟の家屋について、家屋課税台帳の登録を行い登録することにより、財
源を確保した。評価要領に基づき、1,679棟の内、1,033棟を比準による評価を実施した。

茨城県と連絡を密にし、評価を依頼している案件を年度内に収受し、すべての家屋の評価を完了させる必
要がある。
(対象家屋:鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造及び鉄骨造で500㎡以上の家屋)

特になし

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

建売住宅については、買い手が決まって初めて表示登記されるので、登記時期が完成後１年以上経過する
ことも多い。新築年の把握を誤ると過年度分の税額更正も発生してしまう恐れがあるので、現地確認に加
え、メーカーの担当者に直接完成日を照会することで、新築年の把握誤り防止を図れた。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

償却資産については、納税義務者からの申告書が課税事務における基礎資料となるため、調査等により申
告内容が正確であるかを確認する。未申告事業者については、申告書提出の督促や申告指導等を行う。

継続

償却資産に係る事務

職員のみ

         2.90          2.90          2.90          2.90          2.90

       388.00        389.00        287.00        250.00        250.00

有 有 有 無 無

      20,698       20,973       21,668       20,636       20,636

01-020202-11 資産税賦課に要する経費

       218.0          0.0          0.0        115.0        244.0        250.0

       1,910        1,995        2,098            0            0

毎年度

地方税法

償却資産を所有している事業者等に対し、実地調査や申告書提出の督促等を行い適正・公平な課税を行う
。

償却資産を所有する事業者に対して、現地調査及び書類調査を実施する件数

償却資産調査事業所

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 6年度

       200.0        200.0        200.0        200.0        200.0        200.0

自治事務（義務）

17パートナーシップで目標を達成しよ

133

活動結果指標

財務部資産税課

償却資産係

市内に償却資産を所有している者

件

       2,001        2,001        2,001        2,396        2,396

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

       1,910        1,995        2,098            0            0

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

未申告事業者を減らすため、申告の指導及び督促、実地調査や広報活動を通して広く周知を行う。また、
期限内の申告を促していく。

実地調査を行い適正な課税に努めた。未申告事業者や過年度申告漏れ事業者等への申告依頼を行い、必要
に応じて申告指導を行った。

継続

4

5

-

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画を上回る進捗で事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

申告漏れを防ぐため、申告制度の周知及び新規事業者の把握が必要となる。

特になし

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

法令等により市の実施が定められている。

円滑に業務を遂行できた。未申告者の整理や実地調査を行い、適正な課税に努めた。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

固定資産課税台帳及び固定資産補充課税台帳に登録された証明書の交付を行う。

継続

固定資産税証明事務

職員のみ

         1.10          1.60          1.60          1.40          1.30

         0.00          0.00          0.00          0.00          0.00

有 有 有 無 無

       7,491       11,051       11,561        9,669        8,979

01-020202-11 資産税賦課に要する経費

    19,000.0     17,000.0     16,500.0     16,800.0     17,000.0     15,700.0

           0            0            0            0            0

毎年度

地方税法

特になし

固定資産課税台帳及び固定資産補充課税台帳に記載されている事項について正確・迅速かつ効率的に証明
を発行する。

固定資産評価・公課証明、固定資産課税台帳記載事項証明等の原簿台帳に基づく証明を発行した件数

固定資産税証明発行件数

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 6年度

         0.0          0.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（義務）

17パートナーシップで目標を達成しよ

134

活動結果指標

財務部資産税課

土地係

市内に土地及び家屋を所有している者

件

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度
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指標の
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概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

特になし

窓口及び郵送により固定資産評価・公課証明等の申請を受理し証明書を交付した。
個人及び法人等様々な機関からの申請に対して、正確かつ適正に証明書を交付した。
１月２日以降に異動があったものについても、迅速に処理し交付した。

継続

4

4

-

-

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

法令等により市の実施が定められている。

法令等により市の実施が定められている。

特になし

特になし

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

特になし


